
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年１月号 

埼玉県立上尾橘高等学校 

保 健 室 

 

<生き方について＞ 

・今日の性教育講演会で、性についての考え方が大きく変わったと感じました。今までは体の仕組みや妊娠出産、病気の予防という知識を学ぶもの

だという印象が強く、どこか「恥ずかしい」「難しい」話題だと思っていました。でも今回は体の問題だけではなく「自分を大切にすること」「相手を尊

重すること」「人と人との関係性」に深く関わるものであると説明され、とても印象に残りました。 

・生きるとはどういうことか、自分で進みたいものを選んでいく、選んだものでも失敗することも大変な思いをすることも 

あるだろうけど、周りに相談できる人がいて、心を保って生きていく、今回わかったことをしっかり役立てていこうと思いました。 

・さびしいと感じるのがあたりまえのことだけど、周りの人から笑顔をもらうことが、幸せの在り方だということを知った。 

わたしも誰かのために行動できる人になりたい。 

・人によりかかるのではなく、お互い自立しあった関係がいいと思いました。友だちでも同じだと思うし、自分が自立した人間関係はとても大事だな

と思いました。しっかり自分の人生を考えて、自分のできる範囲で選んで、幸せになりたいと思います。 

・自分が苦しい思いをした時には無理をせず、誰かに相談したいです。また誰かが苦しんでいるときは助けてあげたいし、相手が 1 人になりたいとき

はその意見を尊重したいです。最後のメッセージ動画で、自分が無理に笑っていたり、自分が相手とどのようにかかわればよいのかわからない時

に、周りの人や先生などの身近な方々に話すことが一番大切だということがわかりました。 

・先生達の演技を見て、これも性教育になるんだと思いました。これまで性の話題は恥ずかしいもの、あまり口にしてはいけない印象がありました

が、性はだれにとっても、とても身近で、生活や人間関係に深く関わる重要なテーマでした。 

 

<同意について＞ 

・同意を得る時には、相手の都合を確認したり、無理やり同意させないような雰囲気作りが大事なんだと思った。 

・相手はいやなのに、我慢しているかもしれないので、言葉で確認することや、表情や態度をよく見ることが大事だと学びました。 

・きょうだいや親の部屋に入るとき、何も言わないし聞かないで入ることが多いので、これからは相手の同意を得てから部屋に入ろうと思いました。 

・今日の寸劇は、親が勝手に入ってくるときの言動が全く同じで、自分がその立場だった時本当に嫌だったから他人事のように聞けなかったし、 

笑えなかった。でも今度から、自分がいいよと言っていないときに入ってくるのはやめてと伝えようと思った。 

 

<頼み方・断り方について＞ 

・断り方をキャッチアップタイムの時のように練習して、断れるようになりました。断るのは怖くないと思いました。 

・1年生の時にキャッチアップタイムでやったコミュニケーションの大切さもしっかりわかりました。「頼む」と「断る」。どちらも人と関わっていく中で、と 

ても重要なものなんだと思いました。私は断るのが苦手でいつも何かと理由を考えていたけれど、理由は必要ないと聞いて、これからはしっかり

断れる人になりたいと思いました。 

・自分は人を断るのがとても苦手で、大半 OKにしてしまうので、しっかり断れるようにしたいと思いました。 

正しい知識を知っているかどうかで、相手や自分を守れるかが変わる点も大切だと思いました。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

性に関わるときだけではなく、困った時や苦しい時は誰かに相談しましょう。相談された人は、自分では解決 

できないような内容の時には、身近な大人に相談しましょう。保護者や先生以外にも、今は SNSや電話での 

相談先も増えています。だれに相談してよいかわからない時にはぜひ、保健室に来てくださいね。 

 

 

去年の 12月 17日に、全校生徒を対象にした性教育講演会を実施しました。「性＝心と生命、そして生き方」をテーマに、妊娠や性感染症

に関する内容だけでなく、幸せに生きるとはどういうことか、そのために必要なソーシャルスキルについて学びました。 

特に今回は、「同意をとる」とはどういうことなのかを、寸劇を通して具体的に知ることができました。 

（詳細は学校 HP 在校生・保護者・地域の方→保健室よりをご覧ください） 

講演会後のアンケートには、さまざまな感想がありました。一部紹介します（原文を修正しているものもあります） 

 

性＝心と生命 そして生き方 
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去年の秋から、インフルエンザや新型コロナウイルス感染症などの流行が続いていて、今年に入っ

ても、まだ注意が必要な状況です。もし感染した場合は出席停止になるので、無理をせず、自宅で

休養しましょう。（体調がよくなっても外出しないようにしてください） 

なお、病院でもらった薬の説明書等は、捨てずに、後日担任に提出してくださいね。 

3 年 生 の み な さ ん ！ 


